
408

コペルニクの原著出版について

　地動設の首唱者ニコラ・コペルニクは有名な其の大著De　Revolutionibus

Orbium　Coelestiumをほy“西暦1530年頃に書き上げたが，其れを印刷に附

したのは親友ゲオルグ・ヨハヒム・レチクスであって，1541年から1543年に

わたり，ニユルン〈・’ルヒ市で出版された．但し，こ」に印刷物となって現

はれたものは，原著者コペルニクの筆になった原文と可なり違ったもので

あるが，後世の版は皆此の印刷本を重版したものである．

　コペルニクの原本は，幾度も持ち主が攣へられ，一時は，全く行方不明

になったこともある．コペルニク自身は元々之れをレチクスに委托したの

であるが，レチクスが1574年に死んでからは，之れはレチクスの弟子であ

り出版者であるワレンチン・オト1Valentine　Othoの書庫に納められた，

それから同年十二月19日に，此の原本はハイデルベルヒのヤク1ブ・クリ

ストマンJakub　Christmann教授の手に入り，1614年目至って，クリスト

マン教授未亡人の手から，其の年の一一月　16日に，コメニウスJohn　Amog．

Comeniusが買って了つた．1620年の末，三十年戦争のどさくさまぎれに，

コメニウス文庫は一時スペイン兵の手に落ちたが，1626年までに原本は幸

ひにしてオト1・ノステツOtto　Nostitzの手に入り，其の後永く馨れはプ

ラ1グ市のノステツ文庫の中に安全に護られるに至った．1840年に，ヒラ

1トHillard博士は此の原本が此所に保存されてみることを獲冠し，其の

年の四月30日にアメルリングK．S．　Amerli119博士が“K：v6tジ’といふ雑

誌に此の獲見のことを報告したので，始めて大切な此の文献の行方が霊界

に知れわたったわけである．最近，1922年，國際天文聯盟ではロマに於け

る総會で，此のコペルニクの原本を出版することを決議し，パリにある理

學史國際委員と協力し，現在の持ち圭ノステツ・リ1ネクErwein　N　ostitz－

Rieneckの許諾を得て，原本の爲眞復学版を出すこととなった．此の復氣

版は今豫約募集中であるが，糸鶴豊で212頁より成り，慣は約75圓である由・

出版元はチエク國プラ1グの國立天文憂である・次頁は其の見本である・
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